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本ビジョンにおける古市古墳群の対象範囲 

 ※羽曳野市、藤井寺市域に限る 

第２章 百舌鳥・古市古墳群を取り巻く状況 

１．歴史的背景 

【旧石器・縄文・弥生時代】 

百舌鳥・古市古墳群の周辺に人類の生活痕跡が認められるのは、後期旧石器時代の約

２万年前頃です。百舌鳥古墳群のある百舌鳥台地、古市古墳群のある羽曳野丘陵や国府
こ う

台地上で当時の石器が発見されています。また、古墳群が位置するそれぞれの台地上で

は集落の痕跡が多く見つかっており、縄文・弥生時代を通じてこの地で人々が生活を営

んでいたことが分かっています。（国府
こ う

遺跡、翠
すい

鳥
ちょう

園
えん

遺跡、四
よ

ツ
つ

池
いけ

遺跡） 

 

【古墳時代】 

一躍この地が歴史の表舞台に出るのは、まさしく古墳群が営まれた４世紀後半のこと

です。百舌鳥古墳群では乳
ちの

岡
おか

古墳、古市古墳群では津堂
つ ど う

城山
しろやま

古墳が築造され、この後１

００年あまりにわたり巨大古墳が築造され続けます。しかも古墳が築造されるだけでは

なく、古墳築造に携わる人々の集落が現れ、古墳に配置される埴輪を焼く窯も林立した

と考えられ、現在、その一部が見つかっています。（土師
は じ

の里
さと

遺跡、誉田
こ ん だ

白鳥
はくちょう

埴輪
は に わ

窯跡、

土師
は ぜ

遺跡、百
 も

舌鳥
ず

梅町
うめまち

埴輪
は に わ

窯跡） 

 

【飛鳥・白鳳・奈良時代】 

仏教思想が大陸から伝来し、各地で寺院が建立されるようになります。百舌鳥・古市

古墳群がある台地上にも古代氏族による寺院が建立されています。百舌鳥古墳群のある

百舌鳥台地では「大野寺
お お の で ら

」「百舌鳥
も ず

陵
りょう

南廃寺
な ん は い じ

」「土師
は ぜ

観音
かんのん

廃寺
は い じ

」等、古市古墳群のある

羽曳野丘陵や国府台地では「西
さい

琳
りん

寺
じ

」「野中寺
や ち ゅ う じ

」「葛井寺
ふ じ い て ら

」「土
は

師
じ

寺
でら

」「拝
はや

志
し

廃寺
は い じ

」「衣縫
い ぬ い

廃寺
は い じ

」

等があります。権威と権力のシンボルが、古墳という墓から寺院に移り変わった時代が

飛鳥・白鳳から奈良時代です。古墳造営に携わった人々が土地に定着し、地域の氏族と

して宮廷に出仕するのもこの時代のことです。 

 

【平安時代】 

地域の有力者の土地支配が強まる平安時代には、耕地の開発が百舌鳥台地で広がり、

中世には、古墳の濠がため池として使用され始めます。この時代、河内は源氏の拠点と

なりました。源氏の氏神であった応神天皇（八幡神）を祭神とする誉田八幡宮が建立さ

れたのもこの頃です。源氏は武家の棟梁であることから、誉田八幡宮は、その後歴代幕

府の庇護を受けていきます。 

 

【鎌倉・室町時代】 

武士の時代となる鎌倉時代を経て室町時代となると、度々戦乱が起こり、その兵火は

河内、和泉にも広がります。古墳の多くは、濠を巡らすことから、城や砦として使われ

ました。特に南北朝時代末から河内国守護職となる畠山氏の居城となった高屋
た か や

城
じょう

（安閑
あんかん
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天皇陵古墳）、城の字を古墳名に留める津堂城山古墳などでは、現在も竪堀や犬走りの

痕跡をうかがうことができます。さらにこの時期、古墳のため池を起因とする水争いが

起きていた事実も分かっています。 

 

【江戸時代】 

１７世紀以降、古墳の多くは村の共有財産となり、薪炭の供給源としての利用などが

進められました。１７世紀後半から１８世紀にかけて天皇陵の比定考証や陵墓の修理が

進み、１９世紀になると陵墓に関する基本資料となる蒲生
が も う

君
くん

平
ぺい

の『山陵
さんりょう

志
し

』などがま

とめられています。さらに文久年間（１９世紀半ば）には拝所設置、後円部の周垣工事、

外堤修理及び周濠浚渫
しゅんせつ

などが行われ、現在の景観に近い状況が完成しました。 

 

【明治時代～】 

  陵墓に治定された古墳は、現在「皇室典範
てんぱん

」「宮内庁法」「国有財産法」等の法令に基

づき、宮内庁によって皇室の祭祀と陵墓域の管理・保全が行われています。 

一方、「文化財保護法」によって史跡に指定された古墳は、地方自治体等によって管

理・保全が行われています。 
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２．古墳群の立地と土地利用の概要 

【百舌鳥古墳群】 

百舌鳥古墳群は、堺市のほぼ中央にあって、大阪湾を望む標高１０～２０ｍの百舌鳥

台地上に位置しています。この古墳群は、石津川の支流である百済川北側の台地上を中

心に形成されていますが、さらに百舌鳥川によって二分され、百舌鳥川北側には古い古

墳が多く存在します。 

また、巨大な前方後円墳は、台地西辺に沿って並んでおり、海上からの眺望を意識し

て築造されたと推察されます。 

 

 

  百舌鳥古墳群周辺航空写真(H24) 

三国ヶ丘駅 

堺東駅 
堺市駅 

百舌鳥駅 

上野芝駅 

大仙公園 
百舌鳥台地 

1,000ｍ 0 500ｍ 
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古墳の周辺は、住宅地としての利用が多く、大規模公園なども造られていますが、一

部、南海高野線堺東駅、三国ヶ丘駅周辺及び幹線道路周辺で商業利用がされています。 

 

 

 

  

百舌鳥古墳群周辺土地利用現況 出典：都市計画基礎調査(H22.10) 
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【古市古墳群】 

古市古墳群は、大阪平野の南東部、羽曳野市から藤井寺市にあって、大和川と石川が

合流する付近の南西、羽曳野丘陵北端及び国府
こ う

台地上に位置しています。 

標高は２０～３０ｍ前後で、国府台地上の大型前方後円墳は側面を台地に沿わせてあ

り、台地の地形を利用し、視覚的効果により、平地から望むと墳丘が一層大きく見えま

す。 

  

古市古墳群周辺航空写真(H24) 

大和川 

石川 

藤井寺 IC 

藤井寺駅 
土師ノ里駅 

古市駅 

羽曳野丘陵 

国府台地 

1,000ｍ 0 500ｍ 


